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あらまし：ソーシャルメディアである Twitter は，時間や場所によらず，多くのユーザ，特に学生など

若年齢の利用者が活用し，情報交換の効果的なメディアと認識されつつある．このようなソーシャルメ

ディアを想定した利用履歴を情報収集し，それを可視化（グラフ化や時系列分析など）することで，多

様な情報活用を検討することは，データマイニングの有効な実例として期待されている．本稿では，

Twitter から取得できる情報を活用し，ユーザの発信行為等を可視化する情報収集 Web アプリの開発と，

災害などのイベント発生時における安否確認という喫緊課題への応用について報告する．  
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1. はじめに 

日本は地震や台風など様々な自然災害がよく起き

る．そのような災害が起こった際に対象のグループ

の安否を迅速に確認するということは災害に対して

適切な対応を取るために重要となる． 

災害時，その地域では安否確認のために集中的に

メールや電話が用いられるが，その結果, 通信の輻

輳が発生し連絡が困難となる．そこで災害用伝言ダ

イヤルや災害用伝言板などが存在するが，非常時に

は普段使い慣れているものでなければ使えないため，

利用率は低い数字にとどまっている(1)． 

このような背景から，普段の生活に根付き，かつ

グループ単位でも個人単位でも安否確認を果たせる

システムが必要であると考える． 

今回は普段から用いられ，メールや電話に代わる

システムとして SNS，特に Twitter の機能を活用して

安否確認を行うことができる Web アプリケーショ

ンを試作する．  

 

2. SNSを活用した安否確認 

SNS は若者を中心に利用者が増加し(2)，さらに社

内 SNS という形でメールに変わる企業内のコミュ

ニケーションツールとしても用いられるようになっ

てきた．今後さらにユーザ利便性向上が期待できる．  

SNSは手軽にコミュニケーションをとることがで

きるだけに情報が錯綜しがちである．したがって情

報の扱い方が非常に難しく，これまで組織での安否

確認には向かないとされてきた．しかし社内 SNS の

普及に伴い，閉じたグループ間で使用されることを

前提とした SNS が用いられ，そこでは上手く情報を

扱うことで安否確認が行えると考えられる． 

今回は SNS の例として Twitter に的を絞り，その

機能を用いて安否確認をノート PC やスマートフォ

ンでも可能な Web アプリを作成する． 

 

3. 提案システム 

3.1 安否情報の可視化 

Twitter を見るだけでも，ツイートをしている人は

生存しており，してない人は不明な状態であるとい

う状況把握は可能である．しかし情報加工の有無に

よってそのままでは大量の「その他の情報」に埋没

し特定の情報が得られない場合もある．例えば，A 

さんが災害後「無事です」という 1 ツイートを残す

とする，その後 B さんが 100 ツイートすると A さ

んの安否確認としての価値を持つ 1 ツイートは B

さんの 100 ツイートによって隠されてしまい，その

ままではわかりにくい．対象となる A さんの 1 ツ

イート（必要な情報）を効率よく取得するシステム

が必要と考える． 

具体的には，安否判定結果のテーブル表示という

形式でシステムに実装した．Twitter から取得できる

情報をもとにフォロー全員の安否を判定し，見やす

い様にテーブルで一覧表示できる． 

3.2 安否判定方法 

Twitter からのデータ取得は TwitterAPI を用いる．

ユーザから，災害発生日の入力という形で安否確認

要求を受け，対象ユーザにおけるフォローの情報を

TwitterAPI によって取得する．その中に各フォロー

の最終ツイートが作成された時間が格納されている

ので，確認行為を行う利用者に入力してもらった災

害発生日と比較して，災害日以降にツイートがあれ

ば生存，なければ不明と判定し，多くの確認操作で

も誤認が少ないようシンプルな表示形式となるよう，

要素を選択して，テーブル形式で表示する． 
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3.3 グラフ作成 

Twitter を同様に利用していると言っても，使用頻

度によっては判定表示の信頼性に違いが出てくる． 

例えば，Aさんは全くツイートしない日も多く，B

さんは毎日 50ツイート以上しているとする．この場

合，上記の判定方法によって両者ともに安否不明と

いう結果が出たとする．B さんの結果は正しく（信

頼性が高く），A さんの結果はただ A さんがツイー

トしていないだけの可能性もある． 

システムでは，図１のようなグラフを作成して災

害前後のツイート状況を視覚的に確認できるように

することにより，時系列的動きを俯瞰できることで，

判定表示の信頼性が向上し，対象への個別判断が容

易となる環境を提供できる． 

 
図１ ツイート履歴のグラフ化(2月 14 日現在) 

 

3.4 以前のアプリケーションからの改善点 

システムは現在もバージョンアップを重ねている

が，以前バージョン(3)との差異について述べる．改

善した点を以下に示す． 

・システムの構成 

旧システムではサーバ側の cgiによってデータを

処理し，その中で HTMLを書き出し，表示も行っ

ていたが，現行システムではメンテナンス性・拡

張性を図り分割した．非同期データ通信を採用す

ることで画面遷移を低減し，操作性にも配慮した． 

・グラフの作成方法 

旧は cgiで画像ファイルを出力し，表示していた

が，大人数に使用されることを考えるとファイル

の管理が問題であった．そこで JavaScript のライブ

ラリである ccchart を用いてブラウザ側で描画す

ることにより問題を解決し，携帯端末からの視認

性も向上した． 

 

4. 実装結果と考察 

実装したシステムを用い，試験用アカウントを使

用して安否確認を行った様子を図２に示す．現行シ

ステムの利点は，普段のタイムラインのように，フ

ォローしている人のツイートを最新から順に並べて

いくものとは異なり，必要な情報を抽出し，情報加

工後に簡潔表示している点である．問題点はツイー

ト内容を反映していないため誤検知の可能性もある． 

図２ 実装結果(2月 14 日現在) 

 

情報錯綜を防ぐためにできるだけ少ない情報をも

とに，安否確認を実施したが，その結果の一部には，

正確性の問題が生じる．例えば災害後に「助けて」

とツイートしたフォローがいた場合でも，現行シス

テムでは発信＝生存と判定されてしまう．確かに生

存はしているが，これでは安否確認の目的に合致し

ない．また，SNS が普及しても安否確認のすべてが

このようなシステムで網羅できるわけではない．し

かし，SNS を頻繁に利用している人たちや組織の間

でだけでも，このシステムによって効率よく安否確

認ができれば，全体として防災と同時に災害復旧に

貢献できるであろうと考えている． 

 

5. おわりに 

本稿では，SNS，特に Twitter を活用した情報収集

Webアプリケーションと安否確認への応用結果につ

いて報告した．様々な情報が飛び交っている SNS 上

の情報を活かすということで，今回はその中でも

Twitter 上で「フォローのツイート」の時系列解析に

より安否確認を行い，グループ全員の安否状況をわ

かりやすく表示する方法について述べた．現行シス

テムでは，機械的に安否を判定するだけでなく，ツ

イート履歴のグラフ表示を行い，ユーザ自身に視覚

的に確認できる Webアプリとなっている． 

情報を見やすく加工して表示するという点では今

回試作したアプリケーションは有効であった．しか

し，bot によるツイートやツイート内容の未反映な

どから発生する誤検知，SNS を取り入れている人や

組織限定になっている点などは，安否確認システム

としての実用面での今後の課題となっている．  
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